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1 はじめに

A型ヘツケ代数 $\mathcal{H}_{n}(q)$ は対称群の $q$-アナローグとして考えることが出来、その中に交

代群の q-アナローグを構成できることは、 [8] で示したとおりであるが、今回まこれを $\mathrm{B}$

型の場合に適用した。 A型のときと同様に生成元を変更すると、 $\mathrm{B}$ 型こお V ‘ても g.本関係

式の偶奇性が保存され、 それによってランクが元のヘツケ代数の半分であるような部分

代数を構成できる。議論を見通しよくするために、 この部分代数を用
$\mathrm{A}\mathrm{a}$てヘツケ代数 [こ

$\mathbb{Z}_{2}$-graded Clifford system を構成する。 このような設定を行うこと [こよって、 この部分代

数の理解が明確になると共に、 $\mathrm{B}$ 型ヘツケ代数その部分代数の間こある分岐貝 1)をより一般

的に求めることができる。 また、 同様の議論が A型に対しても展開でき、 [8] の議論を簡

約化する事ができる。

2 $S$-graded Clifford system

S-graded Clifford system のアイデアは初めに bcker よって 60年代初めこもたらされ、

続いて $\mathrm{C}\mathrm{o}\mathrm{n}\mathrm{l}\mathrm{o}\mathrm{n},\mathrm{W}\mathrm{a}\mathrm{r}\mathrm{d},\mathrm{D}\mathrm{a}\mathrm{d}\mathrm{e},\mathrm{C}\mathrm{l}\mathrm{i}\mathrm{n}\mathrm{e}$ らによって 60年代中頃から 70 年代初め [こ力 $\backslash |f$て拡張さ

れ、整備された。これらの一連の結果においては、正規部分群からの誘導カ Q群の分解や正規

部分群への制限に関する Cliffordの定理が (ある性質を持つ代数へ) 拡張された形で示され

ており、ヘツケ代数への適用が可能となっている。 ここでは $S$-graded Clifford system定義

のみを与え、その一般論についての議論はしないが、詳細を知りた $\mathrm{A}$ ‘方 [ま Curtis-Reiner[3]
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の垣章 $\mathrm{C}(\mathrm{p}.267\sim \mathrm{p}.279)$ およひそこにあるリファレンスを参照して欲しい。
$S$ を有限群とし、 $R$ を可換環 (with 1) とする。 $A$ を $R$上の代数であって、加群として

$R$上有限生成であるとする。 また、 $\{A_{s}\}_{s\in S}$ を $A$ の R-部分加群の族とする。

定義 2.1. $\{A_{s}\}_{s\in S}$ が $A$ における $S$-graded Clifford system であるとは、以下の 4 条件を

満たす事を言う。

(C1) $s,$ $t\in S$ に対して、 $A_{s}A_{t}=A_{st}$

(C2) 各 $s\in S$ に対して、 可逆元 $a_{s}\in A$ が存在し、

$A_{s}=a_{s}A_{1}=A_{1}a_{s}$

を満たす。

(C3) $A=\oplus_{s\in S}A_{s}$

(C4) $1\in A_{1}$

定義からわかるように、 $A_{1}$ は $A$ の部分代数である。また $S$-graded Clifford system は

twisted group algebraの一般化になってぃる。

3 $B$型ヘッケ代数とその部分代数

$u,$ $q$ を $R$の可逆元とする。 このとき、 $B$型ヘッヶ代数 $\mathcal{H}_{R,n}(u, q)$ は以下のような生成元

と基本関係式を持っ $R$上の代数である。

生成元: $a_{1},$ $a_{2},$
$\ldots,$ $a_{n}$

基本関係式

(H1) $a_{1}^{2}=(u-1)a_{1}+u$

(H2) $a^{2}.\cdot$ =(q-y果 $+q$ if $i=2,3,$ $\ldots,$
$n$

(H3) $a_{1}a_{2}a_{1}a_{2}=a_{2}a_{1}a_{2}a_{1}$
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(H4) $a_{i}a_{i+1}a_{i}=a_{i+1}a_{i}a_{i+1}$ if $i=2,3,$ $\ldots,$
$n$

(H5) $a_{i}a_{j}=a_{j}a_{i}$ if $|i-j|>1$

$u,$ $q$ を不定元とし、 $R_{0}=\mathbb{Z}[u^{\pm 1}, q^{\pm 1}]$ とする。 このとき、 $\mathcal{H}_{R_{\emptyset},n}(u, q)$ は $R_{0^{-}}$自由カ I群として

ランク $2^{n}n!$ を持つことが知られている。また、 $\mathcal{H}_{R,n}(u, q)$ には以下で示される Goldman’s

involution とよばれる特別な白己同型 $\wedge$ がある ([5, 7])。各生成元に対して、

$\hat{a}_{1}=(u-1)-a_{1}$

$\text{\^{a}}:=(q-1)-a$: if $i=2,3,$ $\ldots,$
$n$

とし、 これを代数準同型に拡張する。 このとき各 $\hat{a}_{i}$ は関係式 $(\mathrm{H}1)\sim(\mathrm{H}5)$ を満たし、 さ

らに、

$\hat{\hat{a}}_{1}$.
$=a_{\dot{\iota}}$

を満たしている。

$R_{1}=\mathbb{Z}[u^{\pm 1}, q^{\pm 1}, (u+1)^{-1}, (q+1)^{-1}]$ とし、 $\mathcal{H}_{R_{1},n}(u, q)[]’.\ovalbox{\tt\small REJECT}$しい生成元を以下のよ引こ

定義する。

$b_{1}= \frac{a_{1}-\hat{a}_{1}}{u+1}$ $b_{:}=\mathrm{i}a_{l}-\hat{a}q+1$ $(i>2)$

この時、

$\hat{b}_{1}$. $=-b$: for $i=1,2,$ $\ldots,$
$n$

が成り立ち、 さらに $b_{:}$ を用いたヘツケ代数の関係式は以下のようになる。

命題 3.1. $b_{:}(i=1,2, \ldots, n)$ は $\mathcal{H}_{R_{1},n}(u, q)$ を生成し、基本関係式は以下の通りである。

(1) $b_{\dot{l}}^{2}=1$ if $i=1,2,$ $\ldots,$
$n$

(2) $b_{1}b_{2}b_{1}b_{2}=b_{2}b_{1}b_{2}b_{1}-2 \frac{(u-1)(q-1)}{(u+1)(q+1)}(b_{1}b_{2}-b_{2}b_{1})$

(3) $b:b:+1b_{1}$. $=b_{\dot{l}}+1b:bi+1-( \frac{q-1}{q+1})^{2}(b:-b_{i+1})$ if $i=2,3,$ $\ldots,$
$n$
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(4) $b:b_{j}=b_{j}b$: $if|i-j|>1$

次に、 まず、 $\mathcal{H}_{R_{1},n}(u, q)$ の元から成る次のような集合を考える。

$S_{1}=\{1, b_{1}\}$

$S_{2}=\{1, b_{2}, b_{2}b_{1}, b_{2}b_{1}b_{2}\}$

.$\cdot$.

ご: $=\{1,$ $b:,$ $b:b:_{-1},$
$\ldots,$

$b:b:-1\ldots b_{2}b_{1},$ $b:b:-1\ldots b_{2}b_{1}b_{2}$,

..., $b_{:}b:_{-1}\cdots b_{2}b_{1}b_{2}\cdots b_{1-1}.b:$ }

.$\cdot$.

$S_{n}=\{1,$ $b_{n},$ $b_{n}b_{n-1},$
$\ldots,$

$b_{n}b_{n-1}\cdots b_{2}b_{1},$ $b_{n}b_{n-1}\cdots b_{2}b_{1}b_{2}$ ,

..., $b_{n}b_{n-1}\cdots b_{2}b_{1}b_{2}\cdots b_{n-1}b_{n}$ }

このとき、 $\mathcal{H}_{R_{1},n}(u, q)$ に関して次のことが成り立っ。

命題 3.2.

$\mathcal{H}_{R_{1},n}(u, q)=\oplus R_{1}U_{1}U_{2}\cdots U_{n}\sigma_{}\epsilon s_{}$

これによって、 $\{S=U_{1}U_{2}\cdots U_{n}|U_{-}\in S_{i}\}$ は $\mathcal{H}_{R_{1},n}(u, q)$ の基底を成すゎけだが、 この中

で $b_{:}(i=1,2, \ldots, n)$ の偶 個の積のものの全体を $\mathcal{E}$ とおくと、 $|\mathcal{E}|=2^{n-1}n!$ であることが

わかる
$\text{。}$

$\mathcal{H}_{R_{1},n}(u, q)$ の $R_{1}$-部分加群 $?t_{R_{1},n}^{1}(u, q)$ を以下によって定義する。

$\mathcal{H}_{R_{1},n}^{1}.(u, q)=\oplus R_{1}MM\in \mathcal{E}$

この時、 $\mathrm{r}\mathrm{a}\mathrm{n}\mathrm{k}_{R_{1}}\mathcal{H}_{R_{1},n}^{1}(u, q)=2^{n-1}n!$ であり、 さらに、 次のことが成り立っ。

命題 3.3. $n>1$ とするとき、 $\mathcal{H}_{R_{1},n}^{1}(u, q)$ は $\mathcal{H}_{R_{1},n}(u, q)$ の部分代数であり、

$\mathcal{H}_{R_{1},n}^{1}(u,q)=\{b\in \mathcal{H}_{R_{1},n}(u, q)|\hat{b}=b\}$

によって与えられる。
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また、 $\mathcal{H}_{7^{\ovalbox{\tt\small REJECT}}?_{1},n}(u, q)$ のもう一つの $R$,-部分加群 $\mathcal{H}\ovalbox{\tt\small REJECT} 1arrow,$ $q$ ) を以下によって定義する。
$R_{\mathrm{b}}n$

$\mathcal{H}_{R_{1},n}^{-1}(u, q)=\oplus R_{1}MM\in \mathrm{S}\backslash \mathcal{E}$

このとき、次が成り立つ。

命題 34. $\{\mathcal{H}_{R_{1},n}^{t}(u, q)\}_{t\in\{1,-1\}}$ 1ま $\mathcal{H}_{R_{1},n}(u, q)$ ’おける $\mathbb{Z}_{2}$ -graded Clifford system を成す。

4 $H_{R_{1},n}^{1}(u, q)$ の生成元と基本関係式

前章で与えられた $\mathcal{H}_{R_{1},n}^{1}(u, q)$ の生成元と基本関係式について述べる。生成元の採り方

によって基本関係式は異なる。 ここでは $x:=b_{1}b_{i+1}(i=1,2, \ldots, n-1)$ とした場合を考

える。 この時、 $x:(i=1,2, \ldots, n-1)$ は $\mathcal{H}_{R_{1},n}^{1}(u, q)$ を生成し、以下の関係式を満たす。

(1) $x_{1}^{4}=1-2 \frac{(u-1)(q-1)}{(u+1)(q+1)}(x_{1}^{3}-x_{1})$

(2) $x_{1}^{2}$. $=1$ if $i=2,3,$ $\ldots,$ $n-1$

(3) $(x:-1x:)^{3}=1-( \frac{q-1}{q+1})^{2}\{(x|.-1x:)^{2}-X:-1^{X}:\}$ if $i–2,3,$ $\ldots,$ $n-1$

(4) $(x:x_{j})^{2}=1$ if $|i-j|>1$

さらに、上記関係式 (1) $\sim(4)$ は $\mathcal{H}_{R_{1},n}^{1}(u, q)$ の基本関係式であることが確かめられる。ここ

で交代群の $q$-アナローグについて考える。交代群の $q$-アナローグは生歳元届 $y_{2},$
$\ldots,‘ y_{n-2}$

によって生成され、基本関係式

(1) $y_{1}^{3}=-( \frac{q-1}{q+1})^{2}(y_{1}^{2}-y_{1})+1$

(2) $y_{\dot{\iota}}^{2}=.1$ for $i>1$

(3) $(y:-1y:)^{3}=-( \frac{q-1}{q+1})^{2}\{(y:-1y:)^{2}-y:-1y:\}+1$ for $i=2,3,$ $\ldots,$ $n-2$

(4) $(y_{i}yj)^{2}=1$ whenever $|i-j|>1$

を持つ代数である。 $\mathrm{B}$ 型ヘツケ代数は A型ヘツケ代数を自然に含んでいることから類推

して、 $\mathcal{H}_{R_{1},n}^{1}(u, q)$ は交代群の q-アナローグを自然に含んでいるような表示である事が望
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ましい。 上に示した $\mathcal{H}\mathrm{g}_{1,\mathrm{n}}(uq\rangle)$ の表示は交代群の アナローグの含まれ方がはっきり見

えないという点で、 もう少し改善の余地があると思ゎれる。

5 $\mathcal{H}_{\overline{K}_{0},n}(u,$ $q)arrow \mathcal{H}_{\overline{K}_{0},n}^{1}(u,$ $q)$ 分岐 $\ovalbox{\tt\small REJECT} \mathrm{I}\mathrm{J}$

ここでは、 $\mathcal{H}_{\overline{K}_{0},n}(u, q)$ と $\mathcal{H}_{\overline{K}_{0},n}^{1}(u, q)$ の間の既約表現の分岐則を調べるため、最初に
$\mathcal{H}_{K_{0},n}(u, q)$ の半正規形式にょる既約表現の構成 (Hoefsmit[6],Ariki-Ko汝 e[l]) につぃて説
明する。

$\lambda=(\lambda^{(1)}, \lambda^{(2)})$ を 2 っのヤング図形 $\lambda^{(1)},$ $\lambda^{(2)}$ からなる組とし、 $|\lambda|$ を $\lambda^{(1)}$ と $\lambda^{(2)}$ の箱数

の総和とする。形が $\lambda$ の標準盤 $T=(T^{(1)},T^{(2)})$ とは、 $\lambda$ の箱に 1 から $|\lambda|$ までの数字を、
$\lambda^{(1)},$ $\lambda^{(2)}$ の各行、各列が単調増加となるように当てはめたものである。形が $\lambda$ である標

準盤の集合を STab(\lambda ) とする。. $K_{0}=\mathbb{Q}(u,q)$ とし、 $\overline{K}_{0}$ を $K_{0}$ の代数閉包とする。 $V_{\lambda}$ を

$\{v_{T}|T\in \mathrm{S}\mathrm{T}\mathrm{a}\mathrm{b}(\lambda)\}$ を基底とする $K_{0^{-}}$ ベクトル空間とする。果 $-\in \mathcal{H}_{K_{0},n}(u, q)$ に対し $V_{\lambda}$ 上

の線型変換 \pi ’(果) を以下のように定める。

(1) $i=1$ の場合

(a) 1 が $T^{(1)}$ にある場合、 \pi \lambda (al)vT=u陛

(b) 1 が $T^{(2)}$ にある場合、 \pi \lambda (al)考 $=$ 一考

(2) $i>1$ の場合

(a) $T$上、 $i-1$ と $i$ が同じヤング図形の同じ行に現れる場合、 \pi \lambda (\mbox{\boldmath $\alpha$}.)vT=\mbox{\boldmath $\varphi$}ケ

(b) $T$上、 $i-1$ と $i$ が同じヤング図形の同じ列に現れる場合、 $\pi_{\lambda}(\alpha.)v_{T}=-\tau\pi$

(c) それ以外の場合、 $T$ において、 $i-1$ と $i$ を入れ替えたものは標準盤であり》それを
$(i-1, i)T$ とおく。 このとき、 $\pi_{\lambda}(a:)$ は $V_{\lambda}$ の部分空間 $K_{0}v_{T}\oplus K0v(:-1,:)T$ に対して

以下のように作用する。

$\pi_{\lambda}(\alpha.).(v_{T},v_{(:-1,)\tau)=(\Psi,:-1,)\tau)M(d_{T,:,:-1},\frac{u_{\tau_{T}(1-1)}}{u_{r_{\mathrm{T}}()}})}v_{(1}.\cdot$
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ここで、 $M(k,$ $y)$ は以下で定義される $2\cross 2$行列である。

$M(k,$ $y)= \frac{1}{1-q^{k}y}\{$$q(1-q^{k-1}y)q-1$
$-q^{k}y(q-1)1-q^{k+1}y]$

$d_{T,:,:-1}$ は $T$ における $i$ から $i-1$ への軸性距離 (axial distance) であり、 $i$ 力\leq r行

$c$列にあり、 $i-1$ が $r’$行 $d$ 列にあるとき、$d-r’-c+r$ で定義される整数である。

また、 $u_{1}=u,$ $u_{2}=-1$ とし、 $i$ [ま T(\mbox{\boldmath $\tau$}\mbox{\boldmath $\tau$}(:))’こあるとする。

定理 5.1([1, 6]). 上で定義した $\pi_{\lambda}$ は $\mathcal{H}_{K_{0},n}(u, q)$ の (絶対) 既約表現となる。 さら [こ、 2

つのヤング図形の組 $\lambda,$
$\mu$ に対して、 $\lambda\neq\mu$ ならば $\pi_{\lambda}$ と $\pi_{\mu}$ は非同値であり、 $\{\pi_{\lambda}||\lambda|=n.\}$

は $\mathcal{H}_{K_{0},n}(u, q)$ の (絶対) 既約表現の完全代表系をなす。

$\lambda=(\lambda^{(1)}, \lambda^{(2)})$ に対して、 $\overline{\lambda}=(^{t}\lambda^{(2)},{}^{t}\lambda^{(1)})$ とし、 $T=(T^{(1)}, T^{(2)})$ に対し、 $\overline{T}=(^{t}T^{(2)},{}^{t}T^{(1)})$

とする。 また、 $(\pi_{\lambda}, V_{\lambda})$ を $\mathcal{H}_{K_{0},n}^{1}(u, q)$ へ制限したものを $(\tilde{\pi}_{\lambda},\tilde{V}_{\lambda})$ と記す。 上で定義した

$H_{K_{0},n}(u, q)$ の既約表現を $b_{:}$ に関して表した場合を考えると次のよう [こなる事力\leq 計算より

わかる。

(1) $i=1$ の場合

(a) 1 が $T^{(1)}$ [こあ ‘る場合、 $\pi_{\lambda}(b_{1})v_{T}=v_{T}$

(b) 1 が $T^{(2)}$ にある場合、 $\pi_{\lambda}(b_{1})v_{T}=-v_{T}$

(2) $i>1$ の場合

(a) $T$ 上、 $i-1$ と $i$ が同じヤング図形の同じ行に現れる場合、 $\pi_{\lambda}(b:)v_{T}=v_{T}$

(b) $T$ 上、 $i-1$ と $i$ が同じヤング図形の同じ列に現れる場合、 $\pi_{\lambda}(b:)v_{T}=-v_{T}$

(c) それ以外の場合、 $T$ において、 $i-1$ と $i$ を入れ替えたものは標準盤であり, それを

$(i-1, i)T$ とおく。 このとき、 \pi \lambda (b�は $V_{\lambda}$ の部分空間 $K_{0}\dot{v}_{T}\oplus K_{0}v_{(:-1,:)T}$ に対して

以下のように作用する。

$\pi_{\lambda}(b:)(v_{T}, v_{(*-1,:)T}.)=(v_{T}, v_{(:-1,:)T})M’(d_{T,:,:-1},$ $\frac{u_{\tau\tau(1-1)}}{u_{\tau_{\mathrm{T}}(\cdot)}}..)$
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ここで、 $M’(k,$ $y)$ は以下で定義される $2\cross 2$ 行列である。

$M’(k,$ $y)= \frac{1}{(q+1)(1-q^{k}y)}\{$

$(q-1)(1+q^{k}y)$

$2q(1-q^{k-1}y.)$

$-(q-1)(1+q^{k}y)2(1-q^{k+1}y)]$

この時、以下の事が成り立っ。

命題 52. $\tilde{\pi}_{\lambda}\cong\tilde{\pi}_{\overline{\lambda}}$

上記の同値を求めるためには Intertwining operator

$\Psi:\tilde{V}_{\lambda}arrow\tilde{V}_{\overline{\lambda}}$
$\Psi\tilde{\pi}_{\lambda}(b)=\tilde{\pi}_{\overline{\lambda}}.(b).\Psi$ for all $b\in \mathcal{H}_{K_{0},n}^{1}(u,q)$

を構成すれば良い。 以下にその構成法を示す。

$I=\{(i,j)\in \mathrm{N}\cross \mathrm{N}|i>j\}$ とし、 $T\in \mathrm{S}\mathrm{T}\mathrm{a}\mathrm{b}(\lambda)$ に対して、写像

$\alpha_{T}$ : $Iarrow K_{0}$

を以下で定義する。

$\alpha_{T}(i,j)=1$ $i$ と $j$ が同じヤング図形の同行または同列にある揚合

$=\tau_{T}(i)-\tau_{T}(j)$ $i$ と $j$ が異なるヤング図形の同行、同列にある場合

$= \frac{q(1-q^{d_{T.\dot{\cdot},j}-1}u^{\tau \mathrm{r}(j)-\tau_{T(-)}})}{(q+1)(1-q^{d_{T,.,\mathrm{j}u^{\tau\tau(j)-\tau_{T}(\dot{\iota})}}})}$. $\cross$ sg”(晦,i\mbox{\boldmath $\theta$}.) そ $\text{れ}k\text{、}\mathcal{A}$外

さらに、 $\psi$ : $\mathrm{S}\mathrm{T}\mathrm{a}\mathrm{b}(\lambda)arrow K_{0}$ を

$\psi(T)=.\cdot\prod_{>j}\alpha_{T}(i,j)$

とする。 この時 $\Psi$は次で与えられる $K_{0}$ 一準同型である。

$\Psi(v_{T})=\psi(T)v_{\overline{T}}$

実際
$\text{、}$

$b\in \mathcal{H}_{K_{0},n}(u, q)$ の作用を

\pi \lambda (b)陛 $=$ $\sum$ $(\pi_{\lambda}(b))_{T,T},v_{T}$ ただし、 $(\pi_{\lambda}(b))_{T,T}$ は $K_{0}$ の要素
$T’\in \mathrm{S}’\mathrm{R}\mathrm{b}(\lambda)$
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即屈 D.J.

$\pi_{\overline{\lambda}}(b_{i})\Psi(T)v_{\overline{T}}=-\sum_{T’\in \mathrm{S}\mathrm{T}\mathrm{a}\mathrm{b}(\lambda)}(\pi_{\lambda}(b_{i}))_{T,T’}\Psi(T’)v_{\overline{T}’}$ for $i=1,2,$ $\ldots,$
$n$

が成り立ち、 このことから $\Psi$ が Intertwining operator であることが示される。.

次に基礎体を $\overline{K}_{0}$ とし、 $\vdash-$タルサイズが 2 以上で $\lambda=\overline{\lambda}$ である場合を考える。 この時、

$\ovalbox{\tt\small REJECT}$, は次数の等しい二つの表現に分解する。
STab(\lambda ) の部分集合 $\mathrm{S}\mathrm{T}\mathrm{a}\mathrm{b}(\lambda)^{+}$ と $\mathrm{S}\mathrm{T}\mathrm{a}\mathrm{b}(\lambda)^{-}$ を以下のように定める。

$\mathrm{S}\mathrm{T}\mathrm{a}\mathrm{b}(\lambda)^{+}=$ { $T\in \mathrm{S}\mathrm{T}\mathrm{a}\mathrm{b}(\lambda)$ $|1$ が $T^{(1)}$ にある}

$\mathrm{S}\mathrm{T}\mathrm{a}\mathrm{b}(\lambda)^{-}=$ { $T\in \mathrm{S}\mathrm{T}\mathrm{a}\mathrm{b}(\lambda)$ $|1$ が $T^{(2)}$ にある}

この時、次の二つが成り立つ。

$\langle$ 1) STab(\lambda ) $=\mathrm{S}\mathrm{T}\mathrm{a}\mathrm{b}(\lambda)^{+}\cup \mathrm{S}\mathrm{T}\mathrm{a}\mathrm{b}(\lambda)^{-}$ (disjoint union) . $\cdot$

(2) $\lambda=\overline{\lambda}$ ならば、 $T\in \mathrm{S}\mathrm{T}\mathrm{a}\mathrm{b}(\lambda)^{+}\Leftrightarrow\overline{T}\in \mathrm{S}\mathrm{T}\mathrm{a}\mathrm{b}(\lambda)^{-}$ であり、写像 T\rightarrow T-[こより $\backslash$

STab$(\lambda)^{+}$ と $\mathrm{S}\mathrm{T}\mathrm{a}\mathrm{b}(\lambda)^{-}$ は 1 $\lambda\backslash \mathrm{f}$

. $1$ に対応する。

$\lambda=\overline{\lambda}$ とし、 $\tilde{V}_{\lambda}$ を $\tilde{\pi}_{\lambda}$ の表現空間とする。 $\tilde{V}_{\lambda}$ の K-0-ベクトル空間としての直和分解、

$\tilde{V}_{\lambda}=\tilde{V}_{\lambda}^{+}\oplus\tilde{V}_{\lambda}^{-}$

$\tilde{V}_{\lambda}^{+}=$ $\oplus$ $\overline{K}_{0}(\sqrt{\Psi(\overline{T})}v_{T}+\sqrt{\Psi(T)}v_{T})$

$T\in \mathrm{S}?\mathrm{b}\mathrm{b}(\lambda)+$

$\tilde{V}_{\lambda}^{-}=$

$\oplus\backslash$
$\overline{K}_{0}(\sqrt{\Psi(\overline{T})}v_{T}-\sqrt{\Psi(T)}v_{\overline{T}})$

$T\in \mathrm{S}7\mathrm{h}\mathrm{b}(\lambda)+$

を考える。 この時、

命題 54. $\lambda=\overline{\lambda}$ ならば、 $\tilde{V}_{\lambda^{\text{、}}^{}+}\tilde{V}_{\lambda}^{-}$ は $\tilde{V}_{\lambda}$ の非同値な $\mathcal{H}_{\overline{K}_{0},n}^{1}$ ($u$ , q)-部分加群であり、

$\tilde{V}_{\lambda}=\tilde{V}_{\lambda}^{+}\oplus \mathrm{h}^{-}$

は $\mathcal{H}_{\overline{K}_{0},n}^{1}$ ($u$ , q)-加群としての直和分解になる。
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$\tilde{V}_{\lambda}^{+}$ と $\tilde{V}_{\lambda}^{-}$ の次数が等しいことは明らがなので、 $\lambda=\overline{\lambda}$ に対して、 $\tilde{\pi}_{\lambda}$ は次数の等しい二

つの部分表現に分解することがわかる。 $\tilde{V}_{\lambda}^{+}$ と $\tilde{V}_{\lambda}^{-}$ に対応する $\mathcal{H}_{K_{0},n}^{1}(u, q)$ の表現をそれぞ

れ \pi \tilde \lambda +、 $\tilde{\pi}_{\lambda}^{-}$ と表す。

以上の結果に $S=\mathbb{Z}_{2}$ の場合の $S$-graded Clifford systemの一#論およひ半単純環の一

般論を用いると、 次の結果が得られる。

定理 5.5. $\{\lambda_{1},\overline{\lambda}_{1}, \lambda_{2},\overline{\lambda}_{2}, \ldots, \lambda_{p},\overline{\lambda}_{p}, \mu_{1},\mu_{2}, \ldots, \mu_{q}\}$ を $\mathrm{t}\backslash -$タルサイズが $n$ である 2 っのヤ

ング図形の組全体のなす集合で、 $\lambda_{:}\neq\overline{\lambda}:(i=1,2, \ldots,p)_{\text{、}}\mu j=\overline{\mu}j(j=1,2, \ldots, q)$ とす 6。

このとき、 $\{\tilde{\pi}_{x_{:}},\tilde{\pi}_{\mu_{\mathrm{j}}}^{+},\tilde{\pi}_{\mu_{j}}^{-}\}j_{=1,2,\ldots,q}^{=1,2,\ldots p}$ は $\mathcal{H}_{K_{0},n}^{1}(u, q)$ の $\overline{K}_{0}$ 上の既約表現の完全代表系をなす。
さらに、 $\mathcal{H}_{\overline{K}_{0},n}^{1}(u, q)$ は半単純である。
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